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～文化の発信 楽しむ館～ 

 

【年頭の挨拶】 
新年明けましておめでとうございます。昨年も皆様のおかげで公民館行事が成功裡に開催できましたことを
感謝いたします。 
さて、今年の干支は「丙午」(ひのえうま)。力強く駆け抜ける馬は飛躍、成長、繁栄の象徴とされています。着実
に上南の「文化の発信、楽しむ館」を進めてまいりますので行事への積極的参加をお願いいたします。職員一同 

冬休み初日、体験を通して科学の楽しさや不思議さに気
づいてもらおうと上越科学館から講師を招き「カラーウォー
ターノート」の製作とサイエンスショーを見ました。 
ショーでは紫キャベツの色素が入った色水に酢や重曹

などを混ぜることによって色が変化することを発見。更に変
化した色でその液体が酸性、アルカリ性、中性に分けられ
ることを学びました。一方ノートは、水と油を同じ袋に入れて
も混ざらない性質を体感しました。子どもたちは混ぜようと
袋をつぶしたりしますが混ざりません。これで納得したよう
です。あとはノートにかわいいイラストを貼りデコレーション
をして完成しました。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

袋の中に水と油を入れる。こぼさないことが 
重要。皆真剣で慎重・・・ 

液
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書画カメラで講師の
手元を大きな画面に
映し出し説明、これ
なら子どもたちにも
わかりやすい ノートの表紙に貼ったり、液体の中に入れるイラスト, 

選ぶ楽しい瞬間。どんなノートにしようかな。 

午後は松の実会の皆さんから協力いただきボッチャの交流会。
3人チームを作り白い玉に近づけようと投げる。うまくいったとき
は歓声が上がり喜びあう。体験すると世界が広がりますね・・・ 

詳しいことは上南ブログにも掲載されていますので 
ご覧ください。https://blog.nou-jyounan.com 
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上越科学館には工作や体験、見るものが 
いっぱい。楽しく学んで科学に興味をもつのも
いいですね。 

 



  

第 12回キャンドル祭り 1月 31日(土) 17：00～18：50 まで 

17：15からのキャンドルの点火 

  来場者もご参加ください 

ところ  南能生小学校 
内 容 雪面にろうそくで幻想的な絵(南能生小学校児童の応募画)を描き冬の美しさや楽しみを味わう 
     花火、そりゲレンデ、ワンコインうどん、無料甘酒サービス、子どもにお菓子まき、 

イルミネーション等あります 
主 催 上南地区地域づくり協議会、上南地区公民館 

 

12月 12日(金) 

健康づくり体操が、13名の方々が参加され、 
伊藤永子先生から楽しく指導していただきました 
椅子に腰かけてできる体操や、タオルを使って
できる体操で、これからの季節にピッタリでした 

12月 14日(日)   (敬称略) 

木浦地区公民館スポレック大会が、旧木浦小
学校にてあり、木浦地区住民と上南地区住民と
のスポレックを楽しみ、交流を深めました 
1位 柴田尚徳(高倉) 
2位 小林虹心(槙) 
3位 稲葉梛奈(槙) 

あっぱれ       (敬称略) 

12月 3日(水)スパーク能生において、第 19回糸魚川市社会福祉協議会 

会長旗争奪ゲートボール大会がありました 

優勝 南能生 Bチーム 

市川正代(溝尾)、土田マスエ(緑ヶ丘)、伊藤マチ子、斎藤敏子(槙)、斎藤八重子(溝尾) 

 
第 75回社会を明るくする運動作文コンテストがあり、応募作品数 1984 応募学校数 105の中で 

  稲葉椰奈(南能生小学校 6年生)が特別賞(新潟県推進協議会賞)を受賞しました 

 

   12月 20日(土)長岡 NCホールで第 59回カワイ音楽コンクール Cコース(小学 6年生以下)の部で 

小笠原智晨(南能生小学校 5年生)が優良賞を受賞しました 
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1 位の柴田さん  ２位の小林さん  ３位の稲葉さん 

 


